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検証の方法 

①抽出児を基軸とした１時間ごと，年間を通した追跡で授業記録やノート記述に残る

生徒の思考の変容 

②各種アンケートや授業の見取り 

③テストやドリル等の通過率や記入の変化 

学校教育目標 

夢をもち，意欲的に学ぶ生徒の育成 

研究主題 

他とかかわりながら，自分を高めようとする生徒の育成 

～「ほんもの」に学ぶキャリア教育の実践を通して～ 

研究仮説 

◇教師自らの言語活動を意識し，小集団活動を効果的に取り入れた授業を

展開すれば，生徒の思考や活動に広がりや深まりが出てくるであろう。 

国語科    

 

 

 

 

 

 

活用力を育てる基盤 

○確実な習得 

・基礎・基本の定着「読書算」→ 繰り返しや反復学習 

○習得した知識をつなぐ場面の設定 

 ・既習事項の確認・習得 

 ・思考の焦点化→ 思考に必要なヒント，道筋の与え方 

○言語環境の整備 

・短学活等で・・・朝読書の奨励，格言や詩集等の暗唱 

・各教科等で・・・辞書の活用，重要な用語や概念の理解 

授業技術としての言語活動の充実 

○生徒の思考・活動を深める教師の 

発問，指示，受け，板書 

○課題の解決を促す見通しの持たせ方 

○小集団活動の活用 

 

国語科を中核とした言語活動の充実 

○国語科の学習成果の共有と活用 

○各教科等における言語活動の充実 

○書くことの日常化 

 

本校の言語活動のとらえ 

生徒が思考を深めたり，お互い

の考えを伝えたりする手段とし

て授業全般を通して行われる 

話す，聞く，書く，読む活動 

国語科    


